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長野赤十字病院口腔外科における紹介患者の臨床統計的観察
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Abstract:PatientsreferredtotheDepartmentofOralandMaxillofacialSurgery,NaganoRedCrossHospital

betweenApril1998andMarch1999werestudied.

Theresultswereasfollows:

1.Thesubjectsconsistedof1,925patientswhoaccountedfor48.3%of3,985mewpatientswhovisitedusduring

theaboveperiod.

2.Eighthundredandfortyninepatientsweremalesand1,076werefemales.Thethirddecadeshowedthe

highestincidence(418patients,21.7%),whichwasfollowedbythefourthandseventhdecades.

3.ThepeakincidencewasrecordedinMarch(178patients,9.2%),whereasDecemberwasthemonthofthe

lowestincidenceofreferrals(135patients,7%).Themonthlyanddailyaveragenumbersofpatientswere160

andof7,respectively.

4.Therewere1,379patients(71.6%),whowerereferredtousfrom otherclinics(outsidepatients),andthe

remaining546patients(28.40/o)Werereferredtousfrom theotherdepartmentsofourhospitalwiththe

highestreferralsfromthedepartmentofinternalmedicine.Dentalclinicswerethesourceofreferralsinthe

vastmajorityofoutsidepatients.

5.Geographically,1,106patients(80.2%)werefromclinicsinNaganocity,whereastherewere54,54,48and41

patientsfromKamiminoticountry,Iiyamacity,HanishinacountryandSuzakacity,respectively.

6.IntermsofdiseaseclassiBcation,791patientsvisitedusbecauseofinflammation,whichwasfollowedby281

craniofacialdeformities,128cysticlesions,104temporomandibularjointdisoders,72traumaticinjuries,37

tumors,35tumor-likelesions,28neurologicaldiseases,24salivaryglanddiseasesand12blooddiseases.The

remaining413patientshadtheotherdiseases.

抄銀 :1998年4月から1999年 3月までの1年間に,長野赤十字病院口腔外科を受診した新患患者のうち文書により紹

介された患者について臨床統計的観察を行い以下の結果を得た｡

1.対象期間中の新患患者総数は3,985名で,そのうち紹介患者は1,925名,紹介率48.3%であった｡

2.性別は,男性849名(44.1%),女性1,076名(55.9%),年齢別は,20歳代が418名(21.7%)と最も多く,次いで30歳

代,60歳代の順であった｡

3.月別では,3月が178名(9.2%)と最も多く,12月が最も少なく135名(7.0%),月平均紹介患者数160名,1日平均

ー21-



22 新潟歯学会誌 31(1):2001

7名であった｡

4.紹介元医療機関は,院外紹介が1,379名(71.6%),院内帝介が546名(28.4%)で,院外紹介のうち歯科開業医からの

ものが1,223名で,ほとんどを占めていた｡他称からの紹介は院内,院外ともに内科が最も多かった｡

5.院外紹介元医療機関の地域分布は,長野市からの紹介が1,106名と圧倒的に多く,院外紹介の80.2%を占め,次い

で上水内郡,飯山市各54名,埴科郡48名,須坂市41名の順であった｡

6.疾患別では,炎症性疾患791例,発育異常 ･奇形変形281例,嚢胞性疾患128例,顎関節疾患104例,外傷72例,塵

塚性疾患37例,腫療類似疾患35例,神経性疾患28例,唾液腺疾患24例,血液疾患12例,その他413例であった｡

緒 呂

長野赤十字病院は,814床,25診療科を有する長野県

北信地域 (診療圏人口約60万人)の中核医療施設で,口

腔外科は,1983年10月,新病院への移転を機会に,当地

域唯一の ｢口腔外科｣専門医療機関として開設された｡
最近,地域中載病院と歯科診療所との ｢病診連携｣が
重要視されており,多くの病院において初診患者の紹介

率の向上が大きな課題となっているが,｢歯科口腔外科｣
においてはあまり重要視されていない面があった｡この

ため大学病院および一般病院の ｢歯科口腔外科｣におけ
る紹介患者の実態についての統計的報告はきわめて少な

く,現実的に病院 ｢歯科口腔外科｣が地域医療において,

機能分担や連携体制がどの程度行われているのか不明な

点が多い｡そこで,今後も歯科口腔外科医療を遂行する

にあたり,紹介患者の実態を把握することは意義あるこ

とと考え,今回,私達は1998年度 1年間の紹介患者につ

いて臨床統計的観察を行ったので,その概要を報告する｡

対象および方法

対象は,1998年4月から1999年3月までの1年間に,

長野赤十字病院口腔外科を受診 した新患患者3,985名の

うち文書により紹介された患者1,925名 (紹介率48.3%)

である｡ これらについて,性,年齢,月別推移,紹介医

療機関,紹介元医療機関の地域,疾患内容等について臨

床統計的観察を行った｡

結 果

1.性別および年齢別紹介患者数

性別では,男性849名 (44.1%),女性1,076名 (55.9%)

で,その比は約 1:1.3と女性が多 く,全ての年代で女

性の方が上回っていたが,紹介率でみると,男性50.4%,

女性46.8%と,男性の方がやや高い率を示していた｡

年齢別では,生後数日から97歳と広 く分布し,年代別

でみると,20歳代が418名,全紹介患者の21.7%と最も

多 く,次いで30歳代273名 (14.2%),60歳代253名

(13.1%)の順であった｡紹介率でみると,80歳以上が

65.5%と最も高く,次いで70歳代55.8%,60歳代52.0%

と,60歳代以上は高齢になるほど紹介率が高くなる傾向

にあった (図1)｡
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図1 性別および年齢別紹介患者数

2.月別紹介患者数

月別紹介患者数は,3月が178名 (9.2%)と最も多 く,

次いで10月174名 (9.0%),6月170名 (8.8%)の順とな

っており,最も少ない月は,12月135名 (7.0%)であっ

た｡月平均紹介患者数160名,1日平均7名であった｡紹

介率でみると,1月が51.8%と最 も高 く,次いで 5月

50.8%, 3月50.7%であり, 6月が43.7%と最も低率で

あった (図2)0

3.紹介元医療機関別患者数

紹介元医療機関については,院外紹介患者1,379名中

一般歯科開業医からの紹介が1,114名,矯正歯科開業医

からが109名,計1,223名で,歯科開業医からの紹介患者

は院外紹介患者の88.7%を占めていた｡院外の歯科以外

の医療機関からの紹介は122名で,院外紹介患者全体の

8.8%であ り,診療科別では内科が最も多 く,次いで外
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科の順で合わせて約60%を占めていた｡

院内の紹介患者は,歯科口腔 ドックを除くと外来から

が141名,入院中が323名,計464名であった｡うち内科

が外来,入院合わせて211名と最も多く,院内紹介患者

の45.4%を占めていた (表1)｡

(人数)

4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月
(局)

図2 月別紹介患者数

表1 紹介元医療機関別患者数

院 内 院 外

診療科 外来 入院 その他 病院 医院 その他

内科 50 161 015 33 0
外科 19 34 014 ll 0
脳外科 4 27 00 一1 0
耳鼻科 30 6 0 ll 7 0
整形外科 7 19 0 5 8 0
その他 23 43 0 6 10 0

歯科口腔ドック 0082 0 00
健康センター 0000 017
歯科 00014 1114 0
口腔外科 000 3 00
矯正歯科 0000109 0

計 141 323 82 69 1293 17

4.院外紹介元医療機関の地域別数

全紹介患者1,925名のうち,院外からの紹介は1,379名

で,院外紹介元医療機関の地域分布をみてみると,地元

長野市からの紹介が1,106名と圧倒的に多く,院外紹介

の80.2%を占め,次いで長野市に隣接する上水内郡,飯

山市が各54名,次いで埴科郡48名,須坂市41名,更埴市

16名の順であった｡

県外の紹介医療機関は,大学病院口腔外科から2名の

みで,長野市への転居によるものであった (図3)0

図3 院外棺介元医療機関の地域別数
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5.疾患別紹介患者数

紹介患者を表のように疾患別に分類すると,多い順か

ら炎症性疾患791例 (41.1%),発育異常 ･奇形変形281

例 (14.6%),嚢胞性疾患128例 (6.6%),顎関節疾患104

例 (5.4%), 外傷72例 (3.7%),腫蕩性疾患37例 (1.9%),

腺癌類似疾患35例 (1.8%),神経性疾患28例 (1.5%),

唾液腺疾患24例 (1.2%), 血液疾患12例 (0.6%),その

他413例 (21.5%)であった｡

紹介率でみると,血液疾患75.0%,発育異常 ･奇形変

形71.9%,腫癌性疾患71.2%が高率を示し,一方,顎関

節疾患19.5%,外傷30.6%と低率であった (表2)0

表2 疾患別解介患者数

疾患名 新患患者数 紹介患者数 紹介率 (%)

発育異常.寄形変形 391 281 71.9

外傷 235 72 30.6

炎症性疾患 1528 791 51.8

嚢胞性嘆息 219 128 58.4

腰痛 性癖息 52 37 71.2

腫癌性類似疾患 86 35 40.7

顎関節疾患 532 104 19.5

睡液腺疾患 53 24 45.3

神経性疾患 65 28 43.1

血液疾患 16 12 75.0

その他 808 413 51.1

計 3985 1925 48.3

6.各種疾患別観察

1)発育異常 ･寄形変形

紹介患者数281例,紹介率71.9%であり,内訳は,歯

の埋伏が230例と最も多 く,解介慮者全体の81.9%を占
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めており,うち智歯の埋伏が185例とほとんどであった｡

次いで顎の変形24例,小帯の異常12例,歯の位置異常 ･

方向異常6例,歯の構造異常4例,歯の萌出時期異常1

例,その他 3例であった (表3)0

表3 発育異常 ･奇形変形

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

萌出時期の異常 8 1 12.5

歯の構造異常 4 4 100.0

歯の位置異常.方向異常 22 6 27.3

歯の埋伏 283 231 81.6

･智歯 232 185 79.7

･正規歯 31 27 87.1

･過剰歯 20 19 95.0

小帯の異常 25 12 48.0

顎の変形 46 24 52.2

その他 3 3 loo.0

計 391 281 71.92

紹介患者数72例,紹介率30.6%であり,内訳は,歯の

損傷23例,顎骨骨折21例,軟組織の損傷17例,歯および

軟組織の複合損傷2イ軌 その他9例であったO顎骨骨折

のうち下顎骨体骨折が16例とほとんどで,紹介率は

60.00/Oと高 く,一方,軟組織の損傷19.30/0,歯および軟

組織の複合損傷5.4%と紹介率はかなり低率であった

(表4)0

泰4 外傷

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

歯の損傷 44 23 52.3

顎骨骨折 35 21 60.0

･骨体 25 21 84.0

･歯槽骨 10 0 0.0

軟組織の損傷 88 17 19.3

歯十軟組織の損傷 37 2 5.4

打撲等その他 31 9 29.0

3)炎症性疾患

紹介患者数791例,紹介率51.7%であり,内訳は,歯

および歯周組織の炎症が576例と最も多 く,紹介患者全

体の72.8%を占めており,このうち智歯周囲炎が428例

とほとんどで,炎症性疾患全体でも54.1%と半数以上を

占めていた｡次いで,口腔粘膜の炎症83例,顎骨の炎症

54例,歯性上顎洞炎47例,軟組織腺癌11例,リンパ節炎

7例の順であった｡

口腔粘膜の炎症の内訳は,口内炎28例,蒋療性潰蕩13

例,舌炎12例,席平苔癖10例,白板症およびカンジダ症

が各 6例,口唇炎 4例,水癌性疾患 3例となっており,

紹介率は低く29.7%であった (表5)0

表5 炎症性疾患

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

歯､歯周組織の炎症 1026 576 65.9

･智歯周囲炎 658 428 65.0

･歯周炎 311 142 45.7

･歯髄炎 33 ll 33.3

･歯肉炎 22 9 40.9

顎骨の炎症 124 54 43.5

･顎骨炎 89 40 44.9

･顎骨骨髄炎 13 ll 84.6

･歯槽骨炎 17 3 17.6

･外歯痩 5 0 0.0

(歯性)上顎洞炎 65 47 72.3

軟組織膿癌 26 ll 42.3

リンパ節炎 ll 7 63.6

口腔粘膜の炎症 279 83 29.7

･口内炎 109 28 25.7

･碍癌性潰癌 28 13 46.2

･舌炎 76 12 15.8

･頁平苔癖 21 10 47.6

･カンジダ症 8 6 75.0

･白板症 8 6 75.0

･口唇炎 23 4 17.4

･水癌性疾患 5 3 60.0

計 1528 791 51.7

4)嚢胞性疾患

紹介患者数128例,紹介率58.4%であり,そのうち顎

骨嚢胞105例で紹介患者の82.0%を占めており,内訳は,

多い順に歯根嚢胞51例,含歯性嚢胞19例,術後性上顎嚢

胞14例,歯原性角化嚢胞5例,上顎洞粘液嚢胞4例,切

歯管嚢胞,単純性骨嚢胞,静止性骨空洞が各3例,非角

化性原始性嚢胞2例,その他 1例であった｡顎骨嚢胞の

うち歯原性のものは,76.2%を占めていた｡軟組織嚢胞

は23例で,そのうち粘液嚢胞20例,ガマ腫3例で,紹介

率は低く35.4%であった (表6)｡

5)腫癌性疾患

紹介患者数37例,紹介率71.2%であり,そのうち良性

腫蕩27例で,顎骨良性腺癌10例,紹介寧90.9%と高く,

内訳は,歯牙腫5例,エナメル上皮腫およびセメント質

腫各2例,黒色性神経外肱菓性腺蕩 1例であり,軟組織

良性腫癌は17例あり,内訳は,線維腫10イ札 血管腫 2例,

脂肪腫,乳頭腫,リンパ管腫,多形性腺腫および血管筋

腫が各1例であった (表7)0

悪性腫癌は10例で,紹介率76.9%,内訳は舌痛5例,
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上顎洞痛2例,頬粘膜癌,口底癌および歯肉癌が各1例 6)腫癌類似疾患

であった (表8)0

表6 嚢胞性疾息

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

顎骨嚢胞 154 105 ' 68.2

･歯根嚢胞 70 51 72.9

･含歯性嚢胞 25 19 76.0

･歯原性角化頁胞 6 5 83.3

･非角化性原始性嚢胞 5 2 40.0

･切歯管嚢胞 3 3 100.0

･術後性上顎嚢胞 20 14 70.0

･単純性骨嚢胞 3 3 100.0,

･静止性骨空洞 4 3 75.0

･上顎洞粘液嚢胞 6 4 66.7

･その他 ll 1 9.1

軟組織嚢胞 65 23 35.4

･粘液嚢胞 59 20 33.9

･ガマ腫 6 3 50.0

表7 良性腫癌疾患

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

顎骨良性腫蕩 ll 10 90.9

･歯牙腫 6 5 83.3

･エナメル上皮腫 2 2 100.0

･セメン ト質腫 2 2 100.0

･黒色性神経タ帽章性腫療 1 1 100.0

軟組織良性腫蕩 28 17 60.7

･線維腫 14 10 71.4

･血管腫 8 2 25.0

･脂肪腫 2 1 50.0

･乳頭腫 1 1 100.0

一リンパ管腫 1 1 100.0

･多形性腺腫 1 1 100.0

･血管筋腫 1 1 100.0

表8 悪性腫蕩疾患

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

舌癌 6 5 83.3

上顎洞癌 2 2 100.0

頬粘膜癌 1 1 100.0

口底癌 1 1 100.0

歯肉癌 1 1 100.0

悪性黒色腫 1 0 0.0

顎下腺癌 1 0 0.0

計 13 10 76.9.
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紹介患者数35例,棺介率40.7%であり,内訳は多い順

に,エプーリス18例,口蓋隆起および義歯性線維腫5例,

線維性増殖4例,下顎隆起 3例であった (表9)0

表9 腫療類似疾患

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

エプーリス 19 18 94.7

口蓋隆起 9 5 55.6

義歯性線維腫 6 5 83.3

線維性増殖 24 4 16.7

下顎隆起 19 3 15.8

歯肉肥大 6 0 0.0

pyogenicgranutoma 3 0 0.0

7)顎関節疾患

紹介患者数104例,紹介率19.5%であり,顎関節症が

94例と紹介患者の90.4%を占めていたが,紹介率は

18.3%と低かった｡以下顎関節脱臼8例,顎関節強直症

2例であった (表10)｡

表10 顎関節疾患

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

顎関節症 514 94 18.3

顎関節脱臼 16 8 50.0

顎関節強直症 2 2 100.0

8)睡液腺疾患

紹介患者数24例,紹介率45.3%であ り,内訳は,シェ

ーグレン症候群を含む口腔乾燥症10例,唾石症および唾

液腺炎各 7例であった (衣ll)0

表11 唾液線疾患

疾患名 新鹿総数 紹介患者数 紹介率(%)

口腔乾燥症 22 10 45.5

睡石症 18 7 38.9

唾液腺炎 13 7 53.8

9)神経性疾患

紹介患者数28例,紹介率43.1%であり,内訳は多い順

に,三叉神経痛17例,顔面神経麻痔5例,舌痛症4例,

非定型顔面痛 2例であった (表12)0

10)血液疾患

紹介患者数12例,紹介率75.0%であり,ほとんどが院
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内内科からの紹介であった｡内訳は多い順に,HIV感染

症 5例,血小板減少性紫斑病 4例,白血病2例,再坐不

良性貧血 1例であった (表13)0

ll)その他の疾患

紹介患者数413例,紹介率51.1%で,多い順に一般歯

科疾患141例,C4覇歯114例,異骨なし67例,歯牙欠損

(インプラント)33例,口腔異和感および歯肉出血が各

5例,診断不明,顎提吸収症および色素沈着が各4例,

術後出血3例,抜歯後治癒不全および術後 (頬粘膜腫療

術後,披歯後)2例,以下,皮下気腫,局麻アレルギー,

異物,口臭症などがあった (表14)0

表12 神経性疾患

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

神経痛 31 19 61.3

･三叉神経痛 29 17 58.6

･非定型蹟面痛 2 2 100.0

顔面神経麻痔 9 5 55.6

顔面神経症撃 1 0 0.0

舌痛症 24 4 16.7

表13 血液疾患

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

川∨感染症 6 5 83.3

血小板減少性紫斑病 5 4 80.0

白血病 2 2 100.0

再生不良性貧血 2 1 50.0

血友病 1 0 0.0

表14 その他の疾患

疾患名 新患総数 紹介患者数 紹介率(%)

一般歯科疾患 263 141 53.6

歯牙麟蝕 (C4) 154 114 74.0

異常なし 132 67 50.8

歯牙欠損(インプラント 38 33 86.8

口腔異和感 75 5 6.7

歯肉出血 10 5 50.0

診断不明 16 4 25.0

顎堤吸収症 4 4 100.0

色素沈着 5 4 80.0

術後出血 8 3 37.5

抜歯後治癒不全 7 2 28.6

その他 96 31 32.3

計 808 413 51.1

考 察

長野赤十字病院口腔外科は開設の際,地元歯科医師会

との役割分担を明確にし,いわゆる一般歯科治療は重度

心身障害者のみとし,職員はもとより入院患者について

も原則行わないこととし,院内標樺は ｢口腔外科｣を一
貫してきたため紹介患者が多いことが当科の特徴の一つ

である｡

1998年度1年間の紹介患者は1,925名で,同期間の新

患患者3,985名の48.3%を占め,うち院外からの紹介患者

は1379名で,新患患者の34.6%であった｡

一般病院歯科口腔外科における1980-1990年代の他医

療機関からの紹介率の報告をみると卜9),恵佑会札幌病

院7)の42.4%,春日井市民病院9)の40.3%とかなり高率

の施設から,北斗病院邑)の14.30/0,市立島田市民病院1･2)

の10.5%など施設により差があるが,いずれも年間の院

外の紹介患者数は210名から770名程度であり,当科にお

ける年間1,379名は,非常に多いものと推察される｡

性別および年齢別紹介患者数は,性別では女性の方が

男性より多く,これは新患患者の男女比とほぼ同じであ

るため,その差はないものと考えられる｡ 年齢別では20

-30歳代と,60歳代の2つにピークがあり,前者は智歯

抜歯症例が多い結果であり,後者は基礎疾患有病者の一

般歯科治療が,60歳以降に多いためである｡

紹介患者を月別でみると,3月が最も多かったが,こ

れは,春期休暇中で学生の受診が増えたためと推測され,

反対に12月が最も少ないのは,診療日数が少ないことと

年の瀬で忙しいため受診者が減少するためと考えられ

る｡

紹介元医療機関については,院外紹介患者1,379名中,

歯科開業医からの紹介が1,223名で,院外紹介患者の

88.7%を占め,歯科開業医からの紹介が最も重要な来院

経路であり,当科が地域歯科医療機関と密接な連携を持

ちながら役割分担がうまく行われていることが推察され

る｡

院外の歯科以外の医療機関からの紹介は122名で,院

外紹介患者全体の8.8%であり,診療科別では内科が最

も多く,次いで外科の順であった｡当科における1992年

の報告10)では,院外の他医療機関からの紹介患者は225

名で今回かなり減少していた｡1989年から1992年の4年

間におけるそれは平均227名であり,2000年度は147名で

あることより明らかに減少しているようである｡ この理

由は,北信地域に当科以外に ｢歯科口腔外科｣を標梼す
る施設が 3カ所出来たこと,顎関節症患者が,他医療機

関を受診せず直接来院するようになったこと等が理由と

して考えられる｡
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院内の紹介患者は,歯科口腔 ドックを除くと外来,入

院を合わせて464名であった｡当院は25診療科を有して

おり,ほとんど全ての科からの紹介があったが,内科が

211名と最も多 く,院内紹介患者の45.4%を占めていた｡

これは内科系の患者の絶対数が多いことと相関している

こと以外に,原則的に当科では一般歯科治療を行わない

ことになっているが,内科系患者は入院期間が比較的長

く,内科疾患の治療と同時に義歯不適合症例などで当科

を紹介される患者が多いこと,口腔粘膜疾患や炎症性疾

患などでもまず内科を受診し,直後に当科を紹介される

例などがあること,骨髄移植患者を中心に血液疾患患者

の口腔管理を当科にて行うようになったこと等が,内科

からの紹介患者が多い理由として挙げられるo

当院では,1995年6月より健診センターの一泊二日の

人間ドック受診者を対象に,希望者に対してオプション

で歯科口腔 ドックを開始 した｡診査項 目は,1.口腔

癌 ･前癌病変等の粘膜疾患の診査 2.歯牙離蝕の診査

3.歯周疾患の診査 4.顎関節の診査 5.校合診査

6.パノラマⅩ線診査の 6項目を行い,診査の結果当科

にて精査,処置が必要な場合は,翌日当科受診をさせて

いる｡ この対象者は82名であり,同期間の歯科口腔 ドッ

ク受診者592名申13.9%で,院内紹介患者の中でもドッ

クからの紹介が大きなウエイトを占めていた｡

院外紹介元医療機関を地域別にみると,当院のある長

野市が1,106名と全体の80.2%を占めているが,飯山市54

名,埴科郡48名と長野市に隣接する市以外からの紹介も

多かった｡北信地域に当科以外に ｢歯科口腔外科｣を標

梼する施設が設立されたにもかかわらず,このように遠

隔地からの紹介が多い理由は,1983年当科開設以来の実

績が評価され,引き続き遠方にもかかわらず紹介されて

いるためと思われる｡ 北信医療圏以外の県内からも23名

の紹介があり,長野市近郊はもとよりかなり広域に口腔

外科施設として認められていることがうかがわれる｡

疾患別紹介患者数では,埋伏智歯185例および智歯周

囲炎428例,計613例ときわめて高い数であり,紹介患者

全体の31.8%を占めていた｡紹介率でみても各79.7%,

65%と高率であった｡

顎変形症については,手術が多いことが当科の特徴で

あるが,新患患者46例中24例,52.2%が紹介で,ほとん

どが矯正歯科開業医からのものであり,連携がうまくと

れているといえる結果であった｡

外傷は,235例中72例が紹介で,紹介率は30.6%と比

較的低率であった｡これは当科が救急指定病院に指定さ

れていることより,直接受診するケースが多いためと考

えられる｡

鹿癌性疾患は,52例中37例が紹介で,紹介率71.2%と

かなり高率であった｡悪性腺癌についてみると1994年 1

月から1998年12月までの4年間に当科を受診した悪性腫
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蕩患者は109例で,年平均22例であったが,1998年度は

13例と例年よりかなり少なかったが,10例が紹介患者で

あった｡10例の内訳は,歯科開業医4例,耳鼻咽喉科3

例,外科2例,内科1例と歯科開業医ばかりでなく他科

からも口腔悪性腫癌の治療機関として評価されている結

果といえる｡

顎関節症についても514例中紹介は94例で紹介率

18.3%ときわめて低率であった｡顎関節症は以前,整形

外科,耳鼻科等の診療科をまず受診し紹介されるケース

が多かったが,現在では顎関節症が口腔外科疾患である

認識が⊥般的に普及し,直凄当科を受診するようになっ

たためと考えられる｡

一般歯科疾患については,当科においては重症心身症

患者以外,職員はもとより入院患者についても診療しな

いことにより非常に少ないのが特徴で,今回は263例,

全新患患者のわずか6.6%のみであり,紹介は141例で紹

介率53.6%でほとんどが院内からの紹介であった｡

当院では,病診連携を跨まえ1999年4月より病診連携

室 (2000年4月より病診連携課に名称変更)を設置し,

事務職員も2名配置し,病院全体としても紹介率の向上

をめざしてきた｡当院医師,地元医師会および地元住民

に対する啓蒙,紹介状を持たない初診患者から頂く ｢特

定療養費｣の値上げ,ファックスによる紹介患者の予約
受付,逆紹介の推進などにより2000年10月には3ケ月の

平均紹介率が30%を越え,当科においても,紹介患者加

算が算定できる患者数は2000年 1月より12月までの最近

1年間で1,543名 (うち21名は救急車により搬入された

患者)と,今回の数より大幅に増加している｡

今回の結果より,当科が口腔外科専門医療機関として

果たすべき役割が大きく,今後も益々大きくなっていく

ものと思われるO今後さらに地域医療機関と病診連携を

深め,口腔外科医療の向上に努める考えである｡

結 妻五
Rlコ

1998年4月から1999年3月までの1年間に,長野赤十

字病院口腔外科を受診した新患点者のうち,紹介状のあ

る患者について,性,年齢,月別推移,紹介元医療機関,

院外紹介元医療機関の地域別数,疾患内容について臨床

統計的観察を行った｡ その結果,当科開設当時から現在

まで高い紹介率を維持しており,紹介疾患内容からも口

腔外科専門医療機関としての役割を十分に果たしている

といえる結果であった｡今後さらに地域医療機関と病診

連携を深め,口腔外科医療の向上に努める考えである｡
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